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科目名 ソーシャルワーク実習指導２（社会福祉士必修） 

授業形態 演習 学年 2 

開講時期 2021 年度 前期～後期 単位数 2 

担当教員 鈴木 勲 

内容および計画 ソーシャルワーク実習指導Ⅱは、ソーシャルワーク実習（社会福祉士国家試験受験資格を取得するために必

要な社会福祉現場での実習であり、本学では２３日間以上、かつ１８０時間以上の実習時間を設定していま

す）を行う場合に、必要となる相談援助に係わる知識と技術について、、現場実習前の事前学習、現場実習中

の巡回指導等、現場実習後の事後学習を行う。 

 事前学習では、相談援助実習先や対象者の理解や相談援助技術等について学びを深めます。事後学習で

は、実習で学びや価値観のゆらぎ等を話し合ったり、自己の課題等を整理し、実習の成果については報告会

で発表する。 

１ オリエンテーション 

ソーシャルワーク実習の意義について 

２ 実習先の理解及び相談援助に係わる知識と技術について学ぶ１ 

３ 実習先の理解及び相談援助に係わる知識と技術について学ぶ２ 

４ 実習先の理解及び相談援助に係わる知識と技術について学ぶ３ 

５ 実習先の理解及び相談援助に係わる知識と技術について学ぶ４ 

６ 実習先の理解及び相談援助に係わる知識と技術について学ぶ５ 

７ 倫理・守秘義務等の理解 

８ 社会福祉実践における記録の意義について 

９ 実習記録ノ－トの理解１ 

１０ 実習記録ノ－トの理解２ 

１１ 実習における実習計画書の目的 

１２ 実習計画書の作成１ 

１３ 実習計画書の作成２ 

１４ 実習計画書の作成３ 

１５ 実習計画書に関する実習生、実習担当教員、実習先の実習指導者の協議 

１６ ソーシャルワーク実習に向けての最終確認 

１７ 実習巡回指導１ 

１８ 実習巡回指導２ 

１９ 実習巡回指導３ 

２０ 実習巡回指導４ 

２１ 実習巡回指導５ 

２２ ソーシャルワーク実習を終えて 

２３ ソーシャルワーク実習の振り返り１ 

２４ ソーシャルワーク実習の振り返り２ 

２５ 実習報告書の作成 1 

２６ 実習報告書の作成 2 

２７ 実習報告書の作成 3 

２８ 実習報告書の作成 4 

２９ 実習報告会の実施 

３０ 実習報告会をふまえての実習に関する自己評価とまとめ    

教科書 

教科書 

タイトル 著者名 出版社 ISBN 発行年 



2 

     

     

     

     

     

特にテキストの指定はしない。必要な資料は授業時に配布する。 

参考書 その都度紹介する。 

成績評価 

評価方法 割合(%) 

発表 40 

課題・レポート・報告書等 40 

グループ学習 20 

  

  

  

実習をとおして、実践的な援助技術を体得し、実り多い実習とするためにも、事前、事後の学びも大切にし、自身の課題を整理

すること。 

学習到達目標 1. 相談援助実習の意義を理解する。 

2．相談援助実践を行う上で必要な知識及び技術について具体的かつ実際に理解を深める。 

3．社会福祉士として求められる資質、技術、倫理、課題把握能力等、総合的に対応できる力を身につける。 

先修条件 ソーシャルワーク実習指導Ⅰ、社会福祉概論Ⅰ・Ⅱ、ソーシャルワーク演習､社会保障論Ⅰ・Ⅱ、子ども家庭

福祉、障がい者福祉論､高齢者福祉論 

実務経験 児童相談所児童福祉司としてソーシャルワーク業務に従事した経験がある。 

その他 事前、事後の出席回数が不足していたり、学習の状況が不十分な場合には、実習委員会の判断により、実習

の中止や単位認定ができないこともある。なお、本科目は、ソーシャルワーク実習と同時に履修する必要が

ある。 

 


